





象となろう。 ハー ンはアメリカではジャ ー ナリストとして、 ニ ュ ー オリンズで、 とりわけ1881年















テー マや作家ごとにまとめられているが、 発行日によってハー ンの文学的関心を時系列的に辿って
みよう。
ボー ドレー ル(1883年4月15日）やネルヴァ(1884年2月24日）は、 早い時期に比較的詳しく論
じられている。ネルヴァルについては、 フランスでも忘れ去られていた時期であり、 ハー ンによる
再評価は特筆される 2。
現存作家の場合は近刊も紹介され、 例えばゾラは『ボヌ ー ル ・ デ ・ ダー ム百貨店』(1883年5月








『東西文学評論』の第一 部には、 「 理想主義の将来」 「理想主義と自然主義」 「写実主義と理想主
義」のように、 「主義—ism」がタイトルに用いられている評論が並ぶ。 ハーンは、 ロマン主義に愛
着を示す一方、 自然主義の醜さに強い嫌悪を示し、 ゾラをはじめとする自然主義作家たちを激しく
批判する。 「理想主義と自然主義」では、 ゾラの『生の喜び』が醜悪な人間の獣性を描くのに対し
て、 想像力をもとにした純粋な理想主義を称揚し、 「写実主義と理想主義」では、 英語の小説に求
められるのは、 ゾラなどフランスの作家によって表明されている写実主義ではなく、 「人間生活の
本質的諸事実を完全に認識した上に築かれた、 よりいっそうの純粋な理想主義門と訴える。








今回は詳しく触れることができないが、 ハーンはアメリカ時代、 ゴーティエ、 ゾラ、 モーパッサ










果78 人中63人が選んだものだ。 それ以外の、 バラード、 ヴィクトリア朝文学などの特殊講義では
教科書は使用しなかった。 ちなみに12時間はその後も変わらず、 内訳は5 時間の詩の購読、3時
間の英文学史、 4時間の特殊講義であった。 板書は固有名詞や難解な語にとどめ、 ハーンはゆっく
りと分かりやすい英語で授業を行ったという。
ハーンの東京帝大の講義は、 後に講義録が出版される。 講義録のもとになったのは大谷正信、 田
部隆次、 落合貞三郎、 内ケ崎作三郎、 石川林四郎ら9名の学生の講義ノ ートであり、 それがマクド
ナルド（米海軍主計官）に託され、 特殊講義と英文学史の一部をコ ロンビア大学のアースキン教授
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が編集出版した。 1915年に『文学の解釈』、 1916年に『詩の解釈』、 1917年に『人生と文学』が
アメリカで出版される 6。 日本でも1934年以後、 田部隆次、 落合貞三郎、 西崎一郎によって、 北星
堂からも出版された（筆者は未見）。

















『文学と人生』の1 章「読書論」 では良書の鑑定方法について学生たちに問いかけ、 何度でも読
みたくなる本が良書と教える。 例として、 フランスでのゾラについての論争が、 ゾラの本を二回読
んだことがある者、 二回読みたい者が誰もいなかったことで決着したというエピソ ードを紹介して
いる。 また、 ギリシャの神話、 文学、 演劇がヨ ーロッパの源泉であることを強調し、 概観を現代語
の翻訳で読むように薦める。
6 章「イギリスの近代批評、 および同時代の英仏文学の関係について」では、サント＝ブー ヴを、
宗教、 民族、 国家などの偏見から脱却した、 史上最大の批評家と高く評価する。



















て、 近くの小さいものは見分けられない）に分け、 前者にユーゴー、 ミュッセ、 ゴーティエ、 バルザ
ックなど、 そして後者の代表としてメリメを挙げている。





西文学評論』 において、 ゾラが描く現実が悲惨であり、 その自然主義がハーンの求める理想主義と
対立するものであったことは既に述べた。 ゾラの想像力に対する評価はどうであったか。 『東西文
学評論』の「理想主義と自然主義」(1886 年 2 月 28 日）では、 ゾラを、 「完全に想像力を欠いており、
そしてそれゆえに、 国民性の発達と倫理感情の創造において、 想像力がどんなに重要な役割を果た






















的な意味合いも強かった。 日本では、 ハーンは英語圏の読者に向けて日本、 日本人について書物を
毎年のように刊行する一方、東京帝大の文学講義を通して新しい日本文学を創造する学生に対して
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